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学位論文題目 特異酵素活性を利用した歯周病原性菌の検出法及びその治療・

診断への応用

論文審査委員 主主撃高野光男
教授大嶋泰治 教授菅 健一 教授今中忠行

教授山田靖宙 教授吉田敏臣 教授二井将光

論文内容の要旨

本論文は，酵素活性を利用した歯周病原性菌の検出法及びその臨床応用研究，ならびに歯周病の化学療

法に関する基礎研究をまとめたものであり，緒論，本論 7 章，及び総括から構成されている。

緒論では，歯周病の細菌学的研究及びその診断，治療の現況について概略した上で，本研究の必要性と

目的，位置づ、けを行っている。

第 1 章では，歯周病原性菌に特異的な酵素活性を検索する乙とを目的として，種々口腔内細菌が有する

ぺプチターゼ活性について検討した結果を記述し，歯周病原性菌がある種の合成基質を特異的に分解する

乙とを明らかにしている。

第 2 章では，歯周病原性菌の一種 Bacteroides gingivalis の増殖と特異酵素活性との関係，並びに

B. gi・ngivalis と Treponema denti-cola が生産する特異酵素について検討した結果について述べ， そ

れぞれの酵素の諸性質を明らかにしている。

第 3 章では， B. gingivalis 'C:特異的な N-CBZ -G 1 y-Gl y-Arg-peptjdase 組酵素画分を抗原と

して作成した B. gi ngival is 'C:対するモノクロ一ナノレ抗体について述べ，得られた抗体が本菌の検出並び

に菌株間の異質性の検討に有用である乙とを示している。

第 4 章では，臨床サンプルから分離した Black-pigmen ted Bacteroides 中の B. gingivalis の検出，

同定をN-C B Z -G 1 y -G 1 y -A r g -pep tj da s e 活性に基づいて行う乙との有用性，並びに寒天培地上の

B.gjngjval js コロニーの迅速検出法の開発及びその有用性について記述している。

第 5 章では，歯周炎患者の歯肉縁下プラーク中の歯周病原性菌に特異的な酵素活性と細菌数，並びに種

々臨床所見との関連について検討した結果について述べ，特異酵素活性の測定が歯周病の細菌学的診断に
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有用である乙とを明らかにしている。

第 6 章では， B. gingivalis の N-C B z -G 1 y -G 1 y -A r g -pep t j das e などの特異酵素活性と，

B. gingivalis の種々の臨床分離株の病原性の強さについて検討した結果について述べている。

第 7 章では，歯周病の化学療法の基礎となる歯周病原菌に対する種々抗生物質の抗菌力について検討し

歯周病原性菌にはテトラサイクリン系のミノサイクリンが有用である乙とを述べている。

総括では本研究で得られた結果を要約し，その意義について述べている。

論文審査の結果の要旨

歯周病はある種の嫌気性細菌による感染症であることが明らかとなり，診断や治療において細菌学的な

手法の導入が急がれている。

本研箆は特異酵素活性を利用した歯周病原性菌の検出法およびその臨床診断法の確立，並びに歯周病の

化学療法に用いるべき最適な抗生物質を選択する乙とを目的として，診断及び治療面から種々検討した基

礎研究をまとめたもので，その成果を要約すると次のようになる。

(1) 歯周病原性菌に特異的な酵素活性を探策する乙とを目的として，種々口腔内細菌が有するぺプチター

ぜ活性について検討し、 Bacteroides gingivalis や Tre合onema denticola など特定の歯周病原

性菌が，ある種の合成基質を特異的に分解する乙とを発見している。

(2) 歯周病原性菌の一種 B. gi ngival is の増殖と特異酵素活性との関係，並びに同菌種と T.denticola 

が生産する特異酵素について粗精製を試み，それぞれの酵素の諸性質を明らかにしている。

(3) 上記(2)で得られた N-CB z -G 1 y -G 1 y -A r g -pept j dase 粗酵素画分を抗原として ， B. gingiva 

lis ，乙対するモノクロ一ナノレ抗体を作成し，得られた抗体が本菌の検出，並びに菌株聞の異質性の検討

に有用であることを示している。

(4) B. gi ngival is の上記特異酵素活性により，臨床サンフ。ル中からの本菌の検出，同定が簡便に行える

乙とを示し，さらに寒天培地上の B. gingivalis コロニーの迅速検出法を開発している。

(5) 上記(4)の方法を応用して，歯周病患者の歯肉縁下プラーク中に特異酵素活性を有する病原性菌を検出

することが歯周病の細菌学的診断に有用である乙とを明らかにしている。

(6) . B. gingivalis の種々の臨床分離株について上記の特異酵素活性と病原性の強さについて検討してい

る。

(7) 歯周病の化学療法の観点から歯周病原性菌に対する種々抗生物質の抗菌力を検討し，歯周病治療薬に

応用すべき最適な抗生物質を示している。

以上のように本論文内容は，歯周病原性菌の迅速検出法並びにそれに基づく歯周病の細菌学的診断法を

確立し，新しい歯周病検査薬の開発に結び付けている。また，歯周病の化学療法の基礎となる抗生物質の

抗菌力を検討し歯周病治療薬の開発にも貢献している。乙のように，本論文は博士論文として価値あるも

のと認める。
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